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「保存ということ」
旅先では、いつでも何処でも、思いもしなかった出会

いがある 。 それが旅であるが、そんな中で、感激したり喜

んだり、少し寂しくなる こ とも度にある 。

鉄道車両に しても、町並みにしても、どんな物でも、そ

こで大事にされているから、 貴重だ、 重要だと言うことが

出来る 。 ところが、近年の傾向と して、ある物を確保し

たり、ただ残すという事だけに主眼が置かれ、その後は、

はやく言えば、 押っ放り離し、おまけに荒れ放題というの

を、よく見掛ける 。

加えて、 地元で親 しまれ、愛された物が、そこから遠

2018年度総会・見学会を開催
平成30年度の総会・見学会は、 近代化遺産を観光資源と

して活用し、 地域活性化に活かす取り組みの先進地として知

られる小坂町 （秋田県）で開催しました。 ホス ト役は小坂鉄道

レールバークのボランティア活動を行ってい る小坂鉄道保存

会です。 会長の千葉裕之さん、事務局長の亀沢修さん ら と綿

小坂駅構内ラ ッ セル車の前で記念撮影。 201 8 年 9 月 22 日

花上嘉成 （顧問／東武博物館名誉館長）

く離れた地へ、関係も無い所へ、持って行かれてしまう例

も多い。

そんなことが「保存」という こ とでよいのかと疑問に思う

こ とがある 。 これは私だけなのだろうか。

車両に限らず、 貴重な資料など も、大切にされず、 処

理されどんどん消えてい＜ことが多くなっている 。 特に、今

存在していない物（例えば車両等）は、必要ないというこ

とで、 何も残されないのが昨今の実情である 。

ここで改めて「保存」ということを、 早くみなさんで、考

えなければならない時がきていると考える。

事務局長 米山淳一

密な打ち合わせを重ね、 9月 21 日 （金 ） ~22 日 （ 土 ） の 2 日間に

わたっての開催の運びとなりました。

全国各地から会員、賛助会員、 友の会会員 、 オブザーバー

の皆様が総勢70名参加され、 活発な情報交換が行われ、 楽

しく交流を深めました。
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としての鉄道を生
かしたまちづくりと

観光」をテーマに

開催

2018年度総会・見学会ダイジェスト

国指定史跡の尾去沢鉱山を見学

明治百年通りにある歴史的建造物、 旧小坂鉱山事務所

f: 

尾去沢鉱山の坑内外には 、 バッ テリーロコ 、 鉱車 小坂鉄道レールパ一クの顔。 小坂駅舎
が展示されている

Cll l 号を東武鉄道に向けて搬出
当協会では、北海道江別市で、北海道の炭鉱で活躍していた歴史

的蒸気機関車等を静態保存している。縁あってその中の一両Cll 1 

号を昨年度、 東武博物館に売却。 平成30年 11 月 8 日、多くの皆さん

が見守る中、 東武鉄道により南栗橋 SL検修庫に向けて搬出作業が

行われました。 当日はお天気に恵まれ、午前10時から準備作業が開

始され、午後 3 時過ぎに車両運搬用の大型トレーラーに積み込みが

無事に完了しました。 i!t--~-

その後、陸路で苫小牧港 " 

まで運ばれ、大型 トレーラ

ーとともにフェリーで大洗港

ヘ、さらに陸路で南栗橋を

B 寝台の車内には 、 車内検札や車内販売が現れ、 参加者はおおい

にもりあがり 、 懐かしく楽しい時間を過ごした

目指しました。 数年後には、 I ..... 』•霞胃r',-1璽員量n.. J クレ一ンで釣り上けられた C111 号
鬼怒川線で復活予定です。

（ 事務局長米山淳一） 更~四笠 呵嗣i;,函こ嚢: 7 外国製の特殊トレーラーに積み込まれた様子



「C11 1 号機復元への旅」 花上嘉成 （顧問／東武博物館名誉館長 ）

●最初の苦難

北海道から本州へは、 2018(平成

30) 年 11 月 9 日にさんふらわあ“さっ

ぽろ"で、苫小牧港を発つ予定であっ

たが、低気圧の通過で海が荒れ、船

に積み込めず、発送は11 月 12 日に延

期され、大洗港へは、翌11 月 13 日に

陸揚げされる。

話は現在活躍中のC11 207号機

になるが、やはり苫小牧港から大洗

港へ送られる計画で、本体は無事積

み込まれたが、別のトラックヘ分散し

たキャブや煙突、従台車等は、台風

の影響で、小樽港へ回され、ここか

ら新潟港というルートで、本州に陸

揚げされている 。

,,,. ... 

大洗港へ陸揚げされた C111 号機本体。 2018年 11 月 13日 。

先ず、 ピンを抜いて、 先輪を外す。 2019 年 4 月
3 日南粟橋SL検修庫。 p: 花上嘉成

動、 従輪抜き。 2019 年 4 月 4 日南粟橋SL検
修庫。 p: 花上嘉成

9ー・

ボイラ外し。 2019年 5 月 7 日南粟橋SL検修庫。

両者は途中で合流して、東武の南

栗橋車両基地に到着する。

いずれの蒸気とも、住み慣れた北

海道を離れたくなかったのかもしれな

ぃ。 そして、話は再びC11 1 号機に

戻るが、大洗港へ到着した2018 年

11 月 13 日、不思議なことに、同日

C11 207号機が故障し、下今市から

南栗橋 SL 検修庫へ回送されている。

C11 1 号機は、翌 11 月 14 日ギリギ

リの所で南栗橋車両基地へ到着。 キ

ャブ、石炭庫等を外された姿で、マス

コミ関係者に披露された。

検修庫到着後は、東武ファンフェ

スタでも披露されたが、しばらくは庫

内で、静かに休息をとる。

• C111 号機復元に向けて

2019(平成31) 年 4 月 4 日、ようや

く動きが出て、機関車本体から動従

輪等が外される。 さらに 5 月 7 日には、

台枠 （右）、キャブ、 石炭車、 ボイラに分けられる 。
2019年 5 月 7 日南栗橋 SL検修庫。 p: 花上嘉成

台枠からボイラ等が外される。 こうし

てC11 1 号機は、台枠、ボイラ、動

従輪、先に外されていたキャブ、石炭

庫、側水タンク等、バラバラにされて、

ちょっと寂しい姿になる。

2019 (令和元）年 7 月 1 日になる

と、各部の調査を終えて、ボイラと一

部の部品が、南栗橋からトラックに

載せられ、大阪のサ ッパボイラヘ発

送された。 翌 7 月 2 日早朝に大阪に

到着。 さっそく検査がはじめられ、 7

Wll 『
一、ー・

早朝、 大阪のサ ッパボイラヘ出発。 2019 年 7
月 2 日南粟橋SL検修庫。 p: 花上嘉成

サッパボイラに

到藩。 早速ボイ

ラを降ろす準
備。 2019 年 7

月 2日大阪サ ッ

パボイラ。
p: 花上嘉成

月 3 日の水圧試験に向けて、準備が

進められる 。

こうして、これから時間を掛けて検

査・修繕が行われ、 2020 (令和 2 )

年 5~6月頃には、再び南栗橋へ戻

される計画である 。



日鉄道保存活動の原点と8本鉄道保存協会 大島登志彦さん

私と鉄道保存の出会いは、歴史遺産の保存に関心を持っ

て（財）観光資源保護財団（後に日本ナショナルトラスト）の会

員になり、現在当協会事務局長の米山淳一様と面識を持った

ことに始まります。 米山様は、当時大井川鉄道での ト ラス ト ト

レイン運行や各地の鉄道保存活動を手がけており、上記財団

の調査報告書として「鉄道文化財調査報告」と「活かそう鉄道

文化財」（写真）を発刊しました。 私は、その情報収集や編集

に興味関心を深めて、新聞や雑誌の断片的な記事を手がかり

に、鉄道資料館や保存車両の一覧表の作成のとりまとめまし

た。 今でこそ、 博物館や保存車両は、インターネット、鉄道友

の会会報やJTB キャンブックス等で簡単にリストアップできま

すが、当時鉄道保存事情の調査は暗中模索でした。 したが

って、両報告書は、保存車両をリストアップした先駆であった

とともに、「鉄道文

元荘繭 化財」という用語が
H本で最初に書かれ

た著だと認識してお

り、鉄道保存活動の

厭点の一つになった

と確信してきました。

私は、その後、地

方鉄道やローカルバ

日本の鉄道保存活動の原点の一つと言える当時の
スの活性化やその地

（財） 観光資源保護財団が発刊 した 2 つの報告書 地げ内 1斐 卯J 、 鉗失道 f呆

• TOPICS 

蕨市のCII型蒸気機関車の保存にアドバイス
東北本線、 高崎線、京浜東北線の電車が行き交うすぐそば

にある蕨市交通公園にCll 304号蒸気機関車が静態保存され

ています。 地元の市民団体「わらびてつどう倶楽部」の皆様が

日 々清掃や保守点検を行い、 美しい状態にあります。

東武鉄道関連企業と蕨鉄道保存会の依頼を受けて、平成

30年 6 月 8 日、花上嘉成顧問と米山淳ーで見学にお伺いいた

しました。 当 日は、保存会の平湯会長や会員の皆さん、蕨市

市議会議員の方々らがお

RPSJ 集まりになり、将来に向

information 

■ 2019年度総会・見学会のご案内
2019年度総会・見学会は 9月26 日（木） ~27日（金）

に、長浜市の北ビワコホテルグラツィエで開催します。

「鉄道遺産を生かしたまちづくりと地域活性化」をテ

一マにシンポジウムを、また旧北陸線トンネル群なと

長浜市、敦賀市、南越前町にまたがる鉄道遺産を見

存を中心とした産業考古学を主

体に研究を進める中で、 最近

は、鉄道史学会会長や鉄道友

の会北関東支部長、 産業考古

学会理事等を務めて来ました。

また、 2 ヶ月に 1 回程度、交通

新聞の評論欄に、 5年以上に亘

って 30 回、鉄道や路線バス、

ユニ一クな市町村や山河の地形について書かせていただいて

きました。

鉄道保存のあり方やその意義を考察していくと奥が深く、

私は、まだまだ未熟ではありますが、米山様をはじめとする

当協会事務局や構成各種会員、諸施設等々にもお世話にな

りながら、鉄道の保存活動や‘情報交換に尽力していきたいと

思います。 今回総会が開催される長浜・ 敦賀地域は、琵琶湖

や敦賀港が背景にある交通の拠点であるとともに、柳ヶ瀬・

山中・深坂•北陸等の長大 ト ンネルを含んだ厳しい地形に囲

まれて、苦難を切り開いてきた鉄道黎明期の要所で、鉄道保

存発祥の地の一つです。 今回の講演・シンポジウム、見学会

等については、私も可能な限り尽力しながら、 一連の大会が

有意義かつ多くのことを学べる場となることを期待しています。

※大島登志彦氏は、地理学を専攻され 、 当会で長年顧問として尽力して来られた膏木
栄一先生の門下生として 1 985 (昭和60) 年に東京学芸大学大学院を修了。 現在は高崎

経済大学に勤務しておられます。 20 1 9 年度総会で顧問 に就任していただく予定です。

左： C 11 304号

の勇姿

右： 皆で記念撮 ·'

影真ん中が花
上顧問

けた保存についてご相談を受けました。

皆様は、機関車を静態展示ではなく、汽笛が鳴り、動く姿を

子供達に見せたいとのお考えをお持ちでした。 そこで、 若桜鉄

道の事例を紹介し、 圧縮空気で動かすことを提案させていた

だきました。 今後の展開に期待しましょう 。 （事務局長米山淳一）

学します。宿場町や港町として古＜から栄え、交通

の要所として発展してきた滋賀県と福井県の県境に

またがるこのエリアが連携し、鉄道遺産を中心とし

た近代化遺産の保存活用を推進している事例を学び

ます。
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